






　ヒトで先天異常を起すものは大きく分けて 2つある。一つは遣伝毒性と呼ば

れ,ヒトの遺伝子に損傷を与えたり(遣伝子病),遺伝子がのっている染色体の異

常を起したりするもの(染色体構造異常,染色体数異常)であるが,もう一つは,

妊娠中の母体を経由して胎児に損傷を与えるもので胎児毒性とか催奇性とか呼

ばれている。

　こうした原因物質の増加を許すと,ヒトに先天異常が増えるばかりでなく,体

質の弱質化が起り,やがて人類の滅亡につながる。そこで,監視と規制のための

総合計画が必要となる。


